
事業所名：鶴田建設株式会社 

＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

鶴田建設株式会社は ISO で構築されたマネジメントシステムにて行動と責任を持って施工しその成果をお

客様と地域社会から満足と感動を得られるよう良き建設業を目指し「持続可能な開発目標（SDGｓ）」の達

成に向けて取り組んで行きます。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

☐環境 

社会 

経済 

鹿屋市に隣接する地域に新規営業所の建設を自社

で設計施工し、社員の通勤時間の短縮などを含め

労働環境整備を整えると共に新規雇用にも取り組

んだ。 

・新規営業所又は事務所の

設計施工 1 件 ・新規雇用

者 1名以上 

鹿屋市に隣接する肝属郡

肝付町に新規事業所を設

立した。（令和 6年 1月 10

登記）新規雇用者 4名 

環境 

☐社会 

☐経済 

ISO14001環境マネジメントシステム手順書にて廃棄

物適正処理の法令を遵守し環境負荷低減に取り組

む。 

・産業廃棄物の適正処理

100％ 
指標実績 100％達成 

☐環境 

☐社会 

経済 

ICT 活用工事施工にて一人一人の生産性を上げる

と共に施工効率化を高め工期短縮に努め顧客満足

度の向上と魅力ある会社経営に取り組む。 

・鹿児島県発注工事 1 件 ・

自社保有建設機械 1 台を

ICT 装置群として国土交通

省より認定を受ける。 

鹿児島県発注工事

ICT 施工工事実績 2

件 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

新規事業所については、設計は外注となり自社施工のみでの実績となった。新規雇用については目標を達成出来た。産業廃棄物処

理実績については自社 ISOの手順書を遵守して法令違反無く達成出来た。（産業廃棄物処理実績は県に毎年報告している）、ICT

工事にて顧客満足度向上に繋がった。来期も SDGS全体の取組みは継続的・持続可能な取組みを行う。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

☐環境 

社会 

経済 

ICT や AI を活用し働きやすい環境を整備し、生

産活動を高めると共に新規雇用のも取り組む。 

・ICT工事実績 2件以上 

・外国人材も含め新規雇用者 3名以上 

環境 

☐社会 

☐経済 

かごしまエコファンド制度を活用して温暖化対策

に取り組む。 

公共事業にてカーボンオフセット

購入 2件以上 

☐環境 

社会 

☐経済 

長時間労働縮減の促進・有給休暇取得の促進・

健康支援など含めたワークライフバランスへの

一層の取り組みを図る。 

イクボス宣言をして、社内労働環

境見極めてかごしま「働き方改

革」推進企業への登録 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


